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セ
ミ
ナ
リ
ヨ
と
は
、
16
世
紀
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
制
度
を
取
り

入
れ
て
設
置
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の

学
校
で
、
現
在
の
中
学
校
や
高
校

に
あ
た
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
や
っ
て
き
た
イ
エ
ズ
ス
会
の

リ
ー
ダ
ー
で
巡
察
師
の
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

指
導
者
を
育
て
る
た
め
、
セ
ミ
ナ

リ
ヨ
を
作
り
、
日
本
に
本
格
的
な

教
育
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
５
８
０
年
４
月
、
キ
リ
シ
タ

ン
大
名 

有
馬
晴
信
の
手
助
け
に
よ

り
、
日
本
で
初
め
て
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

が
、
有
馬
領
日
野
江
城
下
に
設
置

さ
れ
、
22
人
の
入
学
生
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
時
の

日
本
の
中
心
地
で
あ
っ
た
都
（
大

阪
・
京
都
方
面
）
に
あ
っ
た
安
土

の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
伴
天
連
追
放
令

（※

１
）
の
た
め
、
南
島
原
の
セ

ミ
ナ
リ
ヨ
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
セ
ミ
ナ

リ
ヨ
は
日
本
で
た
だ
１
校
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
全
国
の
子
ど
も
た

ち
が
南
島
原
の
学
校
に
来
る
と
い

う
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
逆
転

現
象
が
起
こ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
生
徒

名
簿
を
見
る
と
、
マ
カ
オ
生
ま
れ

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
な
ど
、
留
学
生

ま
で
南
島
原
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
に
在

籍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
禁
止
政
策
も
あ
っ
て
、
現
在
の

北
有
馬
や
加
津
佐
、
有
家
、
長
崎
を

移
転
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
南
島
原
に

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
リ

ヨ
は
泊
ま
り
こ
み
で
勉
強
す
る
全

寮
制
で
し
た
。国
際
人
を
育
て
る

た
め
の
ラ
テ
ン
語
教
育
や
歴
史
、

文
科
、
思
想
、
人
文
地
理
な
ど
を
あ

わ
せ
て
学
ぶ
学
習
方
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。音
楽
や
運

動
も
重
視
さ
れ
、
１
日
に
１
時
間

の
楽
器
練
習
や
、
週
１
度
の
遠
足

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
な
ど
、
現
在

の
学
校
教
育
に
近
い
教
育
が
、
す

で
に
侍
が
い
た
こ
ろ
の
４
０
０
年

前
の
南
島
原
で
行
わ
れ
て
い
た
の

で
す
。そ
し
て
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
卒

業
生
に
は
、
天
正
遣
欧
少
年
使
節

を
は
じ
め
、
海
外
で
も
活
躍
し
た

生
徒
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
長
崎
の
教
会
群
と
キ

リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
が
、
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

の
２
５
０
年
に
も
お
よ
ぶ
弾
圧
か

ら
の
復
活
が
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
復
活
の
基
礎
を
作
っ
た
の

が
、
日
野
江
城
下
に
あ
っ
た
セ
ミ

ナ
リ
ヨ
で
学
ん
だ
生
徒
た
ち
で
あ

り
、
生
徒
た
ち
か
ら
教
え
を
受
け

た
地
域
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、
そ
の

後
の
長
期
間
の
潜
伏
を
可
能
と
し

た
の
で
す
。

　

４
０
０
年
前
、
南
島
原
の
セ
ミ

ナ
リ
ヨ
で
学
ん
だ
生
徒
た
ち
の
精

神
は
、
教
会
と
い
う
形
に
姿
を
変

え
、
今
も
私
た
ち
の
目
の
前
に
存

続
し
て
い
る
の
で
す
。

※

１ 

伴
天
連
追
放
令
と
は…

　

豊
臣
秀
吉
が
打
ち
出
し
た
、
キ
リ

ス
ト
教
の
禁
止
と
キ
リ
ス
ト
教
宣

教
師
の
国
外
追
放
の
政
策

み
や
こ

ば

て
れ
ん
つ
い
ほ
う
れ
い

せ
ん
ぷ
く

ば

て
れ
ん
つい
ほ
う
れ
い●日時：８月12日日

　　　　午前６時～
●会場：口之津港緑地公園
＊雨天時：口之津体育館

平成24年度

夏期巡回ラジオ体操開催

口之津開港450年記念

ラジオ第１で全国放送予定

　子どもたちにもわかるよう“ふりがな”・“簡単な言葉”で紹介しています。  CHAPTER.５

有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

有
馬
歴
史
研
究
会
会
長　

佐 

藤　

光 

典

コラム

口之津港の壮大な歴史をたどる

　

第
５
回
長
崎
県
世
界
遺
産
登
録

推
進
会
議
（
県
知
事
・
５
市
２
町

の
市
町
長
で
構
成
）で
、世
界
遺
産

登
録
を
目
指
す
「
長
崎
の
教
会
群

と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
の
構

成
資
産
候
補
と
し
て
、「
天
草
の
﨑

津
集
落
」（
天
草
市
）
が
追
加
承
認

さ
れ
、13
資
産
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、原
城
跡
、日
野
江

城
跡
、
吉
利
支
丹
墓
碑
が
構
成
資

産
候
補
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
原
城
跡
」「
日
野
江
城
跡
」の
２
つ

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
原
城
跡
、
日
野
江
城
跡

は
、
16
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
の
繁

栄
と
17
世
紀
の
弾
圧
（
島
原
の
乱

な
ど
）
の
歴
史
を
示
す
遺
産
と
し

て
、
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト

教
関
連
遺
産
の
価
値
を
証
明
す
る

こ
と
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
で
は
、
今
回
選
ば

れ
な
か
っ
た
「
吉
利
支
丹
墓
碑
」

に
つ
い
て
も
、
構
成
資
産
と
同
様

に
価
値
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
今

後
も
大
切
に
守
り
伝
え
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

子どもたちにもわかるよう“ふりがな”、“簡単な言葉”で紹介しています。

CHAPTER.24

『
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
』の
構
成
資
産
決
定
！

有馬と安土のセミナリヨ想像図
「グレゴリオ13世伝（1596）」より
（筑波大学附属中央図書館蔵）

決 定 し た 構 成 資 産 一 覧 表

地　区（市町名）

大浦・西彼地区
（長崎市）

構　　成　　資　　産

１. 大浦天主堂

６. 黒島天主堂黒 島 地 区
（佐世保市）

世界遺産登録に向けての
これからのスケジュールは？

今年提出予定 県と5市２町で世界遺産への推薦
書案を作成し国に提出。

平成25年１月頃 国が推薦書を作成しユネスコに推薦

平成25年中 専門機関（イコモス）による現地調査

平成26年７月 第38回世界遺産委員会での
審査・登録決定

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」は、16世紀～19世
紀にわたるキリスト教の繁栄と弾圧、潜伏と復活という、
世界に類を見ない布教の歴史を物語る、教会などの長崎
県内の文化財や史跡で構成されています。

日野江城跡

原城跡

せんぷくだんあつ

外 海 地 区
（長崎市）

２. 出津教会堂（旧出津救助院を含む）
３. 大野教会堂

４. 日野江城跡
５. 原城跡

南 島 原 地 区
（南島原市）

７. 田平天主堂
８. 平戸島の聖地と集落

生月・平戸地区
（平戸市）

９. 旧野首教会と関連遺跡小 値 賀 地 区
（小値賀町）

10. 頭ヶ島天主堂上 五 島 地 区
（新上五島町）

11. 旧五輪教会堂と関連遺跡
12. 江上天主堂

下 五 島 地 区
（五島市）

13. 天草の﨑津集落天 草 地 区
（熊本県天草市）

し つ

さ
き

つ

こ
う
け
ん


